


代表的な皮膚糸状菌である
　　　　　　　 属は増殖にともないアルカリ性代謝産物を産
生するため、ダーマキットに含まれるpH指示薬によって培地が赤
く変色します。皮膚糸状菌は、培地中の炭水化物よりも先にタン
パク質を消費しますが、雑菌はタンパク質よりもまず炭水化物を
消費します。また、ダーマキットには非病原性の雑菌の増殖を選
択的に阻害する抗菌剤が含まれており、これらが結果に干渉する
ことはほとんどありません。

コロニーは特徴的な外観を示します。図および表を参照してくだ
さい。結果を判読する上で色調は大変重要です。皮膚糸状菌のコ
ロニーは白色または黄色っぽく、雑菌は暗色で、灰色、黒または緑
色を呈します。正確に同定するにはサブロー寒天培地に移植して
ください。

皮膚糸状菌の確認 主な皮膚糸状菌コロニーの形態 雑菌のコロニー形態

ダーマキットで25℃、10日間培養したコロニーの特徴

培養5日目　表面

判定のポイント

皮膚糸状菌コロニーの特徴

Aspergillus fumigatus Aspergillus niger Exophiala jeanselmei

T.mentagrophytes

M.canis

T.rubrum

M.gypseum

T.tonsurans

E.floccosum

培養5日目　裏面

T.mentagrophytes 扁平で顆粒状粉末コロニー、およびコロニーの
中央が白色短絨毛状、周辺表面が粉末状を呈する。

T.rubrum 白色～黄色短絨毛状のコロニーで表面が粉末状を
呈することもある。

M.canis 白色で中央が絨毛状で周辺の菌糸が薄く放射状を
呈する。

E.floccosum 白色～黄色短絨毛状のコロニーを呈する。
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M.gypseum 辺縁部は白色短絨毛性を呈するが表面全体は
粉末状を呈する。

T.tonsurans 白色短絨毛性を呈するが表面が粉末状を呈する。

Aspergillus fumigatus コロニーの中央が緑色粉末状で周辺が
白色短絨毛状を呈する。

Aspergillus niger コロニーの中央が黒色粉末状で周辺が
白色絨毛状を呈する。

Exophiala jeanselmei 黒色短絨毛状～表面が粉末状のコロニー。

Microsporum
Epidermophyton

Trichophyton 属

Microsporum 属

Epidermophyton 属

白色短絨毛状コロニー。
培地裏面から観察すると発育したコロニー周囲のみ赤く変色
している。このコロニー直下および周辺の赤色変化が認められ
れば、皮膚糸状菌の可能性が高い。

Microsporum canis（培養5日目）

属、 属、Trichophyton

KS50411
・ｫ滂ｽｷ隴・ｽｹ陟厄ｽ｢

KS50411
・ｫ滂ｽｷ隴・ｽｹ陟厄ｽ｢


	【校了】ダーマキット_添付文書(中面のみ）.pdf
	ダーマキット統一説明書ｗ420ｈ148_5-両観音開き_naka-確認用PDF.pdf

